
　平成18年度決算は、渥美町との合併後初めての通年決算となりま
す。継続中の事業をはじめ、庁舎増改築事業など、新市建設計画に策
定されている事業を推進したことが特徴です。
　実際の決算額は１円単位ですが、ここに掲載している決算額は
１万円未満が四捨五入してあります。なお、端数処理のため、合計額
が一致しない場合があります。

Ì財政課523局3818

市税

市債

地方交付税

国庫支出金

繰越金

地方譲与税

諸収入

183億906万円

29億4486万円

26億1700万円

20億8463万円

14億715万円

 7億5028万円

10億6669万円

53.2%

8.6%

7.6%

6.1%

県支出金
16億8439万円
4.9%

4.1%

2.2%

3.1%

8.1%

その他 

28億1044万円
地方特例交付金

 7億3929万円
2.1%

344億1379万円
100％

歳入
合計

民生費

総務費

衛生費土木費

教育費

消防費

農林水産業費

公債費

その他

商工費

56億3146万円

48億9493万円

48億9480万円48億8322万円

31億2123万円

23億2971万円

30億1996万円

4億9257万円

6億1003万円

15億9804万円
17.9%

15.6%

15.6%15.5%

9.9%

7.4%

9.6%

1.5%

1.9%

5.1%

314億7595万円
100％

歳出
合計

市税■市民税や固定資産税など、市民の皆さんから
税として納めていただいたお金です。

地方交付税■市の財政状況に応じて国から交付さ
れたお金です。

市債■市が社会資本の整備などを行うために、国や
金融機関から借り入れたお金で、将来返済する必
要のある債務です。

国庫支出金■市が行う特定の事務事業に対して国
から交付された、負担金・補助金などのお金です。

県支出金■市が行う特定の事務事業に対して県か
ら交付された、負担金・補助金などのお金です。

繰越金■前年度の決算で生じた剰余金を、本年度の
収入として編入したお金です。

地方譲与税■国税として徴収され、一定の基準によ
り市に配分されたお金です。

諸収入■他の収入科目に含まれない収入で、市預金
利子や貸付金返済金、雑入などです。

地方特例交付金■平成11年度からの減税に伴う地
方税の減収の一部を補てんするため、および平成
18年度からの児童手当の制度拡充に伴う地方負
担の増加に対応するために、国から交付されたお
金です。

民生費■障害者やお年寄りに対する福祉、子育て支
援など、安定した社会生活を保障するために使
ったお金です。

総務費■庁舎の維持管理や交通安全、コミュニテ
ィ、徴税、戸籍、選挙など、市の総括的な事務に使
ったお金です。

衛生費■健康診断や各種検診、ごみ処理、環境対策
など、健康で衛生的な生活環境を保つために使
ったお金です。

土木費■道路、河川、公園、市営住宅などの整備や維
持管理に使ったお金です。

教育費■小・中学校、社会教育、市民館、図書館、博物
館、スポーツなど、教育全般に使ったお金です。

公債費■国や金融機関から借り入れたお金（市債）
を返済するために使ったお金です。

農林水産業費■農業、畜産、林業、緑化、水産業の振
興に使ったお金です。

消防費■消防や救急業務、災害対策に使ったお金で
す。

商工費■商工業や観光の振興に使ったお金です。
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